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逸脱体験か ら見 た少年 の 規範意識

清永 賢二 （日本女子 大学〉 ○飛世 聡子 （日本女子 大学大学院）

1 ．は じめ に

　近 年我が国で は 、青少年に よる逸脱問題が 、

従来 とは量的・質的 に異なる レ ベ ル で発生 して

い る 1）。非行 少年 （刑法犯少年検挙人員）総数

は、昭和 58 年の第 3 の ピー
ク以降減少を続け

て い たが、平成 8年か ら再び増加に転 じ、 平成

11，12 年 と減少 し た もの の、平成 13年 には再び

増加 して い る とい う状況にあ る。中で も、特に

凶悪 ・粗暴事犯 の 増加が著 し い 。また、少年特別

法犯 の 中で は 、 平成 7 年以降覚せ い 剤事犯 の 増

加が 目立 っ
。

一
方、集団に よる非行や処分歴の

ない 少年に よる非行の増加 、さらには非行の 低

年齢化傾向も認 め られ る。

　そ の原因と対策を巡 り様 々 な議論が行なわれ

て い る中 、 少年 の 非行化原因 の
一

つ と して 挙 げ

られ て い るの が 、社会規範意識 の 低下で ある 2）3）。

　今 日、非行歴 もなく仲聞 と
一

緒 に軽い 気持 ち

で逸脱行動 に向か う少年が増え て い る 。 また、

友人 の 質よ り 量 を誇 り、多くの 者 と表面的な接

触 を繰 り返す中で 、
「不良の 子 」 と 「普通の子」

の すみ分けが必ず し も明確で はな くな っ て い る

4）
。 こ の よ うな状況 に照らし、

一一
般少 年 の 反 社

会規範行為 へ の 抵抗感が どの 程度であるか を把

握する こ とは、今後の 非行発現を予測する手掛

か りに なる と考え られ る 。

　 本研究は、1987 年 と 2001年に 実施 した 2 つ

の 調査 を 比 較 し て 、
一

般少年 に お ける規範意識

の 変化 とそ の 逸脱行 動体験 との 関連性を実証的

に明 らかにする こ とを目的 とす る。

2 。調査の 枠組み

1）調査 対象 ・調査方法

　 規範意識の 変化 を見 るため、1987 年 と 2001

年に、中学 2 年に在籍 し て い る生徒を対 象に全

国同
一

の 中学校で同
一

の調査票 を用い て留め置

き式 に よる調査 を実施 し た （定点調査）。

　 調 査対象校 は、1987 年に 、 全 国を 8 地 区に分

類 し経済基盤や人 口流入 等に配慮 した選定基準

に よ り決 定され た 17都道府県の 22 区市町 の 中

学校 （22 校）で ある 。

　 調査期間はそれ ぞれ 次の とお りで ある。

　 1987 年調 査 ： 1987 年 1〜3 月

2001 年調 査 ： 2001 年 7〜11 月

2 ） 有効回答数

19872001男子 472

男子 421

女子 447

女子 422

計 919 名

計 843 名

3 ）調査項 目

  反規範的な逸脱 ・非行行為 に対す る許容性 と

それ らの 行為の 実体験 の 程度   逸脱 ・非行行為

を行 う理 由   少年 の 社会規範遵守行為形成へ の

周 囲 の 人 々 の 関与の 程度  周囲の 人 々 と少年 の

日常的関係性  学校社会 、 友人間で の 少年の 適

応状況  そ の 他 （学業成績、家族構成等の フ ェ

イ ス シ ー ト項 目）

4 ）分析対象とされた規範項 目

　許容性が判定され る反社会規範行為は 、 過 去

に行われ た複数の 規範意識調査 を参考に、大人

が少年に遵守す る こ とを期待 し、成文に よ り、

あ るい は慣習的に定めた行為で 、少年 の 日常生

活 に しばしばか か わ る行為を選 んだ。すなわ ち、

法的規範 （10 行為）、社会的慣習や慣行 （8 行

為）、 家庭や学校 とい っ た小集団で の 規範 （家

庭規範（4 行為）・学校規範（3 行為））の 3 カ テ ゴ

リ
ー25 種の 反社会規範行為で あ る。

3 ．調査結果の 要約

1）体験者率の 変化

　 体験者率が増加 し た項 目は、全体の 約半分の

13 項 目で 、そ の うち 9項 目が法的規範に 関す る

もの で ある。最も体験者率が増加 したの は 「先

生 を殴る 」 で 、 次 い で 「シ ン ナ
ーやボ ン ドを吸

う」 「2
，
000 円の もの を盗る」 「100 円の もの を

盗る」 「特定の 異性 と交際する」 「他人 の 自転車

を乗 り回す」 「友だちを殴 る」となっ て い て、「特

定の 異性 と交際す る 」 以外は法的規範に関する

も の である。慣習・慣行で は「ゲ
ーム セ ン タ

ー等

で遊んでまわ る」の みが増加 して い て 、厂乗 り物

で 年寄 りに席を譲らない 1「年上 の 入に乱暴な こ

とば遣 い をする」「道路や公 園を汚す 」は大きく

減少 して い る 。 家庭・学校規範では 「親 に隠れ て

特定 の 異性 と交際する」 「親に 黙 っ て 外 泊す る 」

「学校 をサボ る 」が増加 して い る他は、あま り変

化が ない 。
「親の い い つ けに従わない 」者は減少
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して い る 。 （図 1）。 男女別 では、女子 の 方 に体

験者率が増加 して い る項 目が多く、 17 項 目とな

っ て い て 、そ の 増加率も大きい 。

2 ）許容者率の 変化

　許容者率が増加 した項 目は 13 ある 。 法 規範

10 項 目の うち許容者率が増加 して い るの は 6

項 目で 「お金 や もの を脅し取る」 「2，000 円の も

の を盗 る」 「他人 の 自転車を乗 り回す」 「先生 を

殴る」 「塀や街灯を壊す」 「100 円 の もの を盗 る」

の順 とな っ て い る。 慣習
・
慣行 では 「タバ コ を吸

う」 「ゲーム セ ン タ
ーで 遊ぶ 」 が増加 して い る。

家庭・学校規範で は、体験者率の 変化 と異な り 7

項 目中 5 項 目で増加 がみ られ る。（図 2 ）。また、

女子 に つ い て は許容者率が増加 した項 目は 16

項 目とな っ て い る。
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図 1 「したこ とがある」体験者率

レ友だ ちを殴 る 2・他人 の 自転車を乗 り回す 3・けん か で 人

にケガ をさせ る4・100円の もの を盗 る5・2，000 円の もの を盗

る 6塀 や街 灯を壊 す 7・バ イクで 暴走す る 8・シ ン ナーや ボ

ン ドを吸う 9・金やもの を脅し取 る 10洗 生を殴る  タバ コ を

吸う  ゲ
ー

ム セ ン タ
ー

で 遊ぶ   道路や 公 園 を汚 す  遅くま

で夜遊び をする  隠れ て酒を飲む  乗り物で 年寄りに席を

譲 らない   友だちをい じめる  年 上の 人 に乱 暴 なことば遣

い をする 19・親に黙っ て外泊する 20・親の い い つ け に従わ

な い 21・親に 隠れ て 特定 の 異性と交際す る 22・親の 財 布 か

ら金 を持 ち 出す 23・先 生 の 言うこ とに従わな い 24・学校をサ

ボ る 25・校則と違う服 装をする

4 ．考察

1 ）逸脱体験 の
一

般化

　体験者率が全般的に増 えて い て 、全体 とし て

逸脱体験 の
一

般化傾向が明 らか にな っ た。特に

法的規範に違反する者の 率が高くな っ て い る こ

とか ら、「非行少年 」予備軍が増え て い る と考え

られ る。1987年 の 刑法犯少年検挙入員 187，192

人に対 し て 2001 年は 138
，
654 人 と減少 は し て

い るが、2001 年は 検挙率が大きく低下す る時期

に重なる こ ともあ り、単純 に非行少年 が減少 し

たわけではない と推察 され る。

2 ）規範意識の 低下に よる体験者率の増加

　体験者率 が増加 して い る項 目に つ い て は、許

容者率も増加 して い る もの が多 く、両者 の 問に

相関関係 が見 られる こ とがわか る。逆に言 えぱ、

反社会規範 へ の 抵抗感が薄れ て い る こ とが逸脱

行動 体験へ つ なが っ て い る と言 える 。 と りわ け

法的規範につ い て は、こ の よ うな傾向が顕 著で

ある。また 、女子 の 方が 、規範意識 の 低下傾向

が強い と言え る。

5 ．今後の課題

・粗暴化 傾向が強ま っ て い る
一方で 、表面的に

は慣習 ・慣行や親の 言 うこ とに従 い 、大人 の 前で

はお とな しい 「よい 子 」 が増え て い る と考 え ら

れ る 。 そ うした少 年た ち の 心 の 深 部 には暴発 エ

ネル ギーがた ま っ て い る と推察 され、注意 を要

する 。

・「100 円の もの を盗 る」 「けんか で 人にケガ を

させ る 」 な ど、体験者率が許容者率を上 回る項

目が増 えて お り、「や っ て は い けな い 」 と思 い な

が らもそ の 行為に及 ぶ経緯の解明が必要 である。
・規範意 識 の 低下が体験者率増に結び つ い て い

るこ とか ら、 規範教育の 検討が必 要だ と考 えら

れる。
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